
 

 

【課題】 

○家庭学習の内容、時間（めざす姿）について、児童生徒、教員、

保護者と共通理解を図りたい。 

【内容】 

○小学校と中学校で意見を出し合い、９年間で育てたい力を確認

した上で、義務教育9年間を見通した手引きを作成し、家庭に配

布する。 

【実施方法】 

○校内で、家庭学習について話し合い、家庭学習に求めることを共

通理解する。 

○中学校への円滑な接続、９年間の系統性を重視して家庭学習の

内容を工夫したり、目安としての時間を設定したりする。 

○保護者に家庭での自発的な学びを引き出すための協力を依頼す

る。 

【成果・効果】 
○家庭学習の必要性を校内で共通認識できた。 
○自主学習の例を参考に、児童生徒が主体的に内容を決められるよう 
になった。 
○保護者が、中学校3年（卒業）時の我が子のために今できることを考えるきっかけとなった。 

 
 
（岩美中学校区） 

 ９年間を見通した家庭学習の手引き                               

【ポイント】 

○校内での共通理解と保護者（家庭）を巻き込んだ取組の充実。 

岩美町９年間の家庭学習 

３－⑤ 

３ 学習内容や学習習慣の定着に向けた実践 
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【課題】 

○中学校での家庭学習、家庭での過ごし方について知っ

たうえで、中学校生活をスタートさせたい。 

【内容】 

○卒業を控えた小学校６年生の2月に、１週間、中学校

で使用することになる生活ノートの活用に取り組む。 

【実施方法】 

○生活ノートの様式と書き方の手引を配布する。 

○毎日学校で時間をとり、帰宅してから家庭学習を開始

する時刻、メディアと接する時間、就寝時刻、前日の

振り返りを行う。 

【成果・効果】 
○家庭学習の時間を確保するためには、メディアの時間も調整しないと 

 いけないことが意識できた。 

○「PDSサイクル」Plan（計画）➡Do（実行）➡See（振り返り）

で自ら学ぶ力を育てられる。 

○家庭での生活を見直すきかっけになる。       

 計画を立てる力の育成（中学校に向けて）                            

【ポイント】 

○校種間接続を意識して、計画を立てることの重要性を指

導する。 

３－⑥ 

＜児童の感想＞ 

・時間が空いていたので宿題を 

 多くすることができた。 

・メディアの時間を減らし、家 

 庭学習の時間を増やせた。 

・テレビ・タブレットの時間が 

 長かったので気をつけたい。 

・中学校でもうまく使えそう。 

（岩美中学校区） 

 生活ノート「フォーサイト手帳」 
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